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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は固体高分子形燃料電池スタックの信頼性向上を目的とし、新たな電流電圧特性曲線フィッ
ティングモデル式の分極評価手法ならびに、磁場測定によるセル面内電流分布計測およびそれらの統
合を提案し、燃料電池スタック非破壊診断手法の検討をすすめたものである。燃料電池の運転温度を
考慮可能な提案式の評価および内部状況診断への適応について、理論面に基づいた上での手法の有効
性を論じ、結果・考察について定量的に考察がなされている。本提案式を用いるフィッティング手法
は試験用単セルのみならず、実際の燃料電池システムに搭載できるため In-situによる燃料電池の出
力低下要因の特定や性能評価を可能とするもので、新規性・独創性が十分ある先駆的な研究を遂行し
た。今後の燃料電池普及に対し信頼性向上・特性向上および保守管理面での多大な貢献が期待できる
成果である。以上より、本論文は博士（工学）学位論文に値する。 
【最終試験の結果】 
平成２８年８月５日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻におけ
る達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
